











る。ここに　β-(β1, ・-, β♪)で, β1は推定の対象となる母数, (β2, -・,















密度関数 f(x，8*)より， 81 の相対尤度関数が
R(θ1， x)=f(x， 8*)/f (x， O) (2) 
で定義される。ここに e=( Ol， ・・・，ん)は θの制約なしの最尤推定量で
ある。
8~ は(1)で定義されているので
θlog f( x， θ)/a8iI8;=8~ ニ O ( i=2， ・・， ρ) 
を満たす。この式の左辺は θ1のみの関数なので，これを 81で微分すると，
任意の θ1の値に対して
o=~~logf( x， θLII1'=I1~~=~2 log f( x， 8*) 
-d811 a8i 18;=ぺ-θθ1aθi 
十会 dlogf(x， 8*) d8j 
'ー
j=2 a8iδ8j d81 
0= ，~2?!θ logf( x，θLln，=n' ~ 




~ a31ogf(x， 8*) d8j ， ~ .!!-θ31ogf(x，θ本 ) dθj dθZ +22: v '::~.f~\ro^'~ ，.，v I o.kVJ  + 2: 2: 一一一一
j=2θ81a8iaθ dθ.  j~2k~2 aθia8jθ k dθ1 dθ1 
pθ21ogf(x， 8*) d2θf 
+2: 
j=2 a8iθ8j dθ? 
(4) 
なる関係式を得る。ここで少し記号を定義しておく。










B1'=(dB;/d1J， ・ ，dBp/dO1) 










































































(ロ)(ム， ~r=(ーム， ~) 
Cln-山 A1)-1 ー(1u-A1'AZ-1A1)一l山、
o . AZ-1}  
が成立する。したがって情報行列 Iについて
(11 Aパ l(.:) 1-1=/ 
¥A1 A2) 
((Ill-山 A1






~ T dBt Ili+ ~ Ir;一一一二0，

































































































































~ T d B; I ~ ~ T d Bj d B'k よ d2B; 
11 i・+2 2: 1 lu ~， ~ J + 2: 2: 1 ijk一千一寸~- ~ 1 一一一






(I IXU(I I)(B(Ij)B) 
IB2=1 1+21 ¥B1+ 
IP2 1 pp} ¥1 11 P } ¥ 1 1 P2 1 1 pp} ¥ B l' (l Pi k ) B 1 
となる。 (5)より， J11= (ll1-A l' A21A 1 )-1であり，
(I:)一
これを(6)に適用するととなる。
， J1P)/J11 B1' = -A1' A21=(l12， 
この関係式を(7)に代入して
p p 







































































。i(i=2，・・， p) は B1のどんな形の関数なのかについて，解かなくても
済むことになる。
~ 3.相対尤度関数の観測された情報量，歪度，尖度
母数 B1の相対尤度関数 R(θ1， χ)の対数をとったものを，B1=[)1 の周
りでテーラー展開したとき， (θ1-[)1)の 2， 3， 4次項にかかる係数は，
各々，d2 log R( B1，χ)/d針，d310g R( B1， χ)/d針，d4 log R( B1， X)/ d [)t 
である。これ等を具体的に計算すると
d210g R(θ1， x) a21ogf(χ B I r> ~ a210g f(χ，B) dB~ 
~ -'" ~ ;v， + 2 ~ ~ -')"'lI 一一
d [)i a [) r ' ~ i ~ 2θθ1a{h d[)1 
~ E-， a21ogf(x， B) dBi dθj 
十~ ~ v -~::: ~~' V I 一一ーす
i=2jニ2 a[)ia[)j d[)1 d[)l 
十点 3logf(x，。) d B~ 
i~2 a[)i d{Jl 
d31ogR(B1， x) θ31ogf(x， B)ζ331ogf(x， B) dBT 
--C>~~;-' ~ I +3お---;-す












~ 2， a310g f(χ，θ) dθi dθj 
+3~ ~ 一一一一
i~2j~2 a[)la[)ia[)j d[)l d[)l 
~ ~ J， a3 log f (χθ) dB: dθ; dθ: + ~ ~ ~ u :V~5 ~ ~ "'2 一一一一一一一一
i=2j=2k=239Z39J88h d91d91d91 
ぷ 321ogf(x，。) d2m 
+32.: です
i~2 a{Jla{Ji・ d(Ji 
~ ~ a21ogf(x， B) d2Bi dθ? +3~ ~ 寸す
iニ 2jニ 2 a {J j a {J j d {Ji d (J 1 
十品。均f(χ，。)d3Bi 
' 一













d41ogR(B1， X) δ41ogf(x，θ"!  a410g f(χ B) d B: 
d &1-
-" ~ a Bf 
- -， + 4三 3的 [)l・万;
経営と経消













p p pθ41ogf(x， e) 
十4~ ~ ~ 







p p p pθ410g f(χ， e) 
+~ ~ ~ ~ 
i=2j=2kニ 21ニ 2θeiθejaekθel
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-IlJ -2A I'B 1-B l' A2B 1二一(l1J-A1'A21A1)






































































p p p 
~ ~ ~Iω {l iIU {l kj011\3 
i=lj=lk=l 
に等しい。












~ ~ !. !?， T d 8 r d 8"; 
となる。(日)の右辺の第 1項から 5項までの和はEEEIEIijht万7夜十
6項から 8項までの和は， (7)の右辺に左から B2'を掛
~ P d28r d28j → 
けたものになっているので， 6 ~ ~ 1 一一一一一一~t 等しい。また 9 項と
i=2j=2ZJ ddi d8i 」
d 8:d 87 
一寸L - 1 Lに等しく，
dθ1 dθ1 
10項の和は(6)に左から d381jd針を掛けたものであるので，(1Z)は少し簡単
p p p p 

























~ .E _ d2θ d28j 
+3~ ~ c一 τ す一一τ ー




























































































p 1， J=2， 
したがって












d310g R(θ1， X) / / 1 ¥->- P P P 
/(T~1)吾= ~ ~ ~ Iijk JliIuJlk/(l11)吾
dOi i i=lj=1k=l 
1/Jl1 (a) 
(歪度)， 
d410g R(θ1， X) // 1 ¥7 (!! ~ ~ 
/(一丁)2={~ ~ ~ ~ 1ω，IliIUJlkI 
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